
会長：蔭山好信　/　幹事：稲垣功一 ： 例会日：火曜日

クラブ会報委員会 ： 午後 18:30開会

　　　　　委員長：境野 登章 ： 会.....場：ベルヴィアイトピア

　　　　　 副委員長：大谷浩一/ 古沢勇治 ホストクラブ： 行田さくらロータリークラブ

第２１8３回 第 十 八 回　例会 （2010年11月 9日）

★点鐘　さくらロータリークラブ　橋本恭一会長 ★ 国歌斉唱

★ 会長挨拶

行田さくらロータリークラブ　橋本恭一会長 行田ライオンズクラブ　羽鳥優治会長



行田ロータリークラブ　蔭山好信会長

皆さん今晩は。私が会長に就任してから、早や４ケ月以上が経過しました。

この間、当クラブは順調に事業を展開しております。去る11月2日には、

姉妹４クラブ合同例会を開催致しました。120名を越える参加者を得て、

当クラブからも60名を越える参加者でありました。

当クラブは、台北城中ロータリークラブ・白河ロータリークラブ・桑名北ロータリ

ークラブと姉妹クラブ関係を有しておりますが、当クラブと各クラブとの親交を

深めるだけではなく、当クラブがその要となり、これまで面識の無かった3クラブ

も交えた４クラブの合同例会を企画した次第です。この様な多くの参加者を

得たと言う事だけでも大成功と言って良いと思いますが、例会自体も大いに

盛り上がり、４クラブ相互は勿論の事、各クラブの会員一人一人の間にも友情

が芽生え、本当に四クラブ合同例会を主催して良かったという充実感に満ちているところでございます。

「大陸をつなぎ」というＲＩテーマにも添った事業なのかなと、自画自賛しているところであります。

今後の事業としては11月14日に開催される「時代祭り」及び来年5月の「火祭り」に、行田ロータリークラブ製作にかかる

ゴミ箱を提供し、各お祭りの実行委員会と協力の上、お祭りから生じるゴミを無くすことに少しでも貢献し、ゴミが郷土を汚す

ことの無いようにしたいと考えております。また11月14日には第19回行田ロータリークラブ会長杯争奪少年サッカー大会

が開催される予定であり、その名のごとく、当クラブにおいて小学生のサッカーに対する向上心や情熱を支援し、体育の

向上に寄与する事と致します。その他の事業としては、当クラブが主体となってプロバスクラブを立ち上げようとしておりま

すが、このプロバスクラブはこれまでロータリーやライオンズに縁が無かった方やロータリー・ライオンズを卒業した方を会

員対象とするクラブであり、老齢者間の親睦を図り、コミュニケーションを豊かにさせる意味合いで、「地域を育み」という本

年度のＲＩテーマに沿った活動であると考えております。

★ 幹事報告　　　　　　　　　　　

行田さくらロータリークラブ　半田太幹事 行田ライオンズクラブ　岡田安秀幹事

行田ロータリークラブ　稲垣功一幹事

皆さんこんばんは。行田ロータリークラブ幹事でお世話になっています稲垣です。宜しく

お願い致します。本日は行田三クラブ合同例会という事で、行田さくらロータリークラブ

さんにホスト役でお骨折り頂き、ありがとうございます。去る11月2日、四クラブ合同例会

として姉妹クラブ調印式が東京帝国ホテルにて行われ、120名弱の参加を得て台北城

中ロータリークラブ・白河ロータリークラブ・桑名北ロータリークラブ・行田ロータリークラ

ブとの姉妹クラブ締結が無事済みました。今後、一層活発な交流が期待されます。

11月5日、故小池英輔パストガバナ－葬儀では、多数の方々のご参列とお手伝い等

ありがとうございました。次回例会の18日は、ガバナー公式訪問例会です。

例会終了後、西川ガバナーと澤田ガバナー補佐を交えてのクラブ協議会があります

ので、お間違えの無い様にお願い致しいたします。当日10時30分より理事会を開催致しますので、理事の皆さん宜しく

お願い致します。行田ライオンズクラブよりチャリティディナ－ショ－の案内が届いております。

11月26日 午後6時30分開会で、場所は行田平安閣。出演はロスインディオス&アリシアです。

御希望の方は、事務局までお願い致します。



★ 行田三クラブ合同例会開催の由来　行田ロータリークラブOB　渡辺栄一氏

本日開催の3クラブ（行田ライオンズクラブ・行田さくらロータリークラブ・

行田ロータリークラブ）合同例会は、1983年10月頃第１回の開催をして以来

今日まで毎年１回開催されてきました。その由来は、下記事業を開催するに当た

り事業を成功させるためには「衆心合わせざれば事成り難し」と云う諺の通り、

組織の異なる3クラブ全会員の理解と意識の共有、更にお互いに親睦で知り合う

ことが極めて大事であるとの判断から、演奏会前の適切な日に実施してきました

。演奏会中止後も次なる事業の企画と実施をする時を期待して合同例会だけは

毎年続けて開催しています。本例会は演奏会や3クラブ共同のプロジェクトの

応援会のようなものです。

～～～明治大学マンドリン倶楽部行田演奏会～～～
1981年から200１年の間に20回、行田市産業文化会館大ホールにて開催。

演奏会は昼（中学生）、夜（一般市民と一部中学生）の2回開催。2,150人～1,800人満席（（年度により異なる）主催は

行田さくらロータリークラブ・行田ライオンズクラブ・行田ロータリークラブです。後援は行田市教育委員会です。

出演は明治大学マンドリン倶楽部です。目的は、①三クラブ共同の社会奉仕活動。②子ども達がもっと音楽に親しんでも

らうようにする。③子ども達の情操教育の支援によるバランスのとれた人間性の実現。です。

運営方法ですが、各クラブから選ばれた実行委員約10名により、開催3～4ケ月前より企画立案と交渉、準備活動、

宣伝、設営と、事後処理等実施。当日役員は各クラブから選ばれた約30名と、実行委員10名。合計40名で運営。

当日は他に高校生のインターアクトクラブ会員5～10名がお手伝いです。入場券の販売に関しては、三クラブと市内プレ

イガイドで夜間の有料入場券を販売。本事業は2001年にてやむを得ず一旦終了。しかし資金の繰越金が100万円程あり

ましたので、明大校友会のご厚意により本年12月より毎回100名の市内中学生を今後5回（通算10年）の演奏会に招待

する事を相談決定しました。地域文化の発展や青少年教育に今後共同して貢献する奉仕活動をしたいと考えている

3クラブにおいては、会員の知恵を結集し勇断によりプロジェクトを実施することを更に期待するものであります。

★ お礼 さくらロータリークラブ　橋本恭一会長

★ 点鐘
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